
山積みの丸太の乾き具合を測る！
（はい積み丸太の乾燥管理手法）

2020

こんなことが出来ます！
応力波伝播時間計測により、山積みの丸太の乾燥状況を
はいを崩さないで計測できます。
労力や時間を大幅に削減できます。
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

【解決したポイント】
　はい積みの状態で、丸太の木口間の応力波伝
播時間（SPT）を定期計測。乾燥試験における人
手と時間の大幅な削減を実現しました。

【従来の問題点】
　原木ヤードや山土場での丸太の乾燥試験では、1
本ずつ重量を測定するため、手間と機材が必要でし
た。また、山積みに復旧することが困難なので、大規
模なはい積みでの乾燥試験が不可能でした。

１）所　　属／鳥取県林業試験場
２）担当者名／木材利用研究室　上席研究員　桐林 真人
３）電話番号／０８５８－８５－６２２１
４）E -ma i l／ringyoshiken@pref.tottori.lg.jp

　燃料用チップの原木ヤードでの原木乾燥管理に活用で
きます。

　SPT計測器「FAKOPP」を用い、はい積み状態の丸太の両木口間でSPTを定期的に計測します。丸太の乾
燥による水分減少に伴ってSPT値も減少するため、計測した値を期首値と比較することで丸太の乾燥の進行
状況を精度良く推定することが出来ます。

開発者からの
メッセージ

　燃料用チップの生産には原木丸太の乾燥が不可欠ですが、丸太毎の重量計測は困難なので、
積み方等の違いによる丸太の乾燥状況が不明でした。この手法を開発したことで、実際のはい
積み状態での乾燥経過を調べることができ、乾燥効率の良いはい積み方法を提案することが出
来ました。

適用分野、アイデア

65

70

75

80

85

90

95

100

105

7/26 9/26 11/26 1/26 3/26 5/26 7/26 9/26

重
量
相
対
値（
推
定
値
）（
％
）

計測日（2015～2016）
SPT計測で推定した丸太の重量の推移（70本の平均）FAKOPPを用いた両木口間のSPT計測

桟木有り

桟木無し

ウ
ハ
ウ
ノ
術
技

50

エコお弁当用調味料容器
（小分け調味料の持ち運び用容器）

2015

こんなことが出来ます！
家庭にある調味料、ドレッシング等が利用でき、あらたに弁当用に購入する必要
はありません。液状・粒状・粘性の高いもの、また粉状（塩・砂糖等）のものも入る
小分け調味料の持ち運び用容器です。また容器は何度も使えます。
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技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
①簡単に再利用することができ、かつ衛生面での
管理も容易にした。
　（収縮性の蛇腹を伸ばし中迄洗浄できる）
②家庭で使用しているものを入れる事ができる。
③簡単に使用できる押出し式構造。

【従来の問題点】
①使い捨て容器がほとんどであり、再利用
しようにも中まで洗いきれず衛生面の
管理がしにくい。
②従来のものは中身が入れにくい。
③中身を多様化することが困難。

オリジナルのドレッシングや調味料を入れ
ることができるので健康管理の一役につな
がり、また弁当をより一層楽しむことができ
ます。
小さいお子様からご高齢の方まで、誰でも
簡単に使える容器です。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０２０００２５９８
２）特許番号／特許第５５００４８７号
３）公開番号／特開２０１４－0３６７９６
４）出願番号／特願２０１２－１８１５７０
５）出 願 日／２０１２．８．２０
６）発明の名称／「調味料容器」
７）特許権者／山下　有紀
８）代表発明者／山下　有紀
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 □有 ■無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 □有　□試作 □実験 ■無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

①本容器は円筒蛇腹構造に形成されている。
　蛇腹状の本体部を収縮させて内部の調味料を押し出す容器である。
②スポイト等は使用せず容器のキャップをはずすだけで簡単に調味料を入れることができる。
③洗浄も蛇腹を伸ばすだけで簡単に行える。
④キャップの大きさを変えるだけで粒状の調味料も利用可能。
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